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環境経営
“ALL SECOM”で推進する環境保全活動

　セコムは、1966年にサービスの提供を開始したオンライン・
セキュリティシステムを通じて、環境に配慮した事業運営を実
践してまいりました。
　同システムの提供は、盗難や火災による資源の損失を未然
に防止することにつながり、環境への貢献度が高いうえ、使用
するセキュリティ機器は開発から設計・製造の過程で、有害化

環境基本理念（2005年制定）

2020年までの中長期目標：2007年度をピークに、CO2総排出量を対前年比–1.5%の継続的削減

● �環境にやさしい「資源循環型」・「低炭素型」のビジネスモデル

● �環境マネジメント体制

● �地球温暖化防止対策

学物質の排除などのグリーン調達に徹し、省電力化、省資源
化を図る環境配慮設計を行っています。
　さらに、このセキュリティ機器は、レンタル方式を採用してお
り、設置から保守、交換、回収までをすべてセコムグループが行
うことで、お客様に廃棄を負担していただかずに、リユース・リ
サイクルの高効率化を可能にしました。
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オフィスのCO2削減

■「省エネ・高効率機器の導入」
 環境、コスト、効率の三位一体でファシリティマネジメントを
行い、継続的な環境対策に取り組んでいます。

（1）�省エネルギー機器導入によるCO2排出量の削減やグリーン 
購入促進など地球環境保全への貢献

（2）�設備や備品の調達コストと使用する時に発生する電気などの 
エネルギーのランニングコストを併せたトータルコストの低減

（3）�社員のモチベーションアップや生産性の向上につながる効率
性の追求

■「環境推進委員会活動」
 全国28拠点に環境推進委員会を設置し、エコオフィス活動
を実践しています。
　各委員長のリーダーシップと各セクションの代表者以下、社
員の理解と協力により、着実にCO2削減効果が出ています。

車両のCO2削減

■「車両の環境対策化」
 2013年までに、約5,000台の業務車両すべてに、経済産
業省、国土交通省、環境省が策定した低公害車両開発普及
アクションプランに該当する低公害車の導入をめざしています。
2012年3月末現在、約90%が環境対策車両となっています。

「セコム・ホームセキュリティ」のご契約先のCO2削減を
推進

■「うちエコ診断」に参加
 2011年度から、環境省の基盤整備事業である「うちエコ診
断」に参加し、家庭のCO2削減や省エネのアドバイスを実施し
ています。

「セコムは『社業を通じて社会に貢献する』との企業理念に基づ
き、セコムがめざす安全で快適な暮らしの基盤が地球環境の
保全であるという認識のもとに、あらゆる事業活動において地
球環境保全に配慮した行動をとります。」

セコムの環境保全活動をウェブサイトで紹介しています。
http://www.secom.co.jp/corporate/environment/


